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亀ヶ池人幡宮 「桃と神楽殿」〉

1接 |
′＼

初ヒ

く

下
４
式

桃
李
不
言
下
島
茂
険

桃
や
李
の
尉
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
い
お
い
し
い
実
を

つ
け
な
。
だ
か
ら
何
む
言
わ
な
ぐ
て
も
人
が
自
然
に

集
ま
っ
て
き
て
、
そ
の
下
に
は
自
然
に
道
が
で
き
る
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
徳
の
あ
る
人
物
の
も
と
に
は
、

黙
っ
て
い
て
も
人
々
が
慕
い
寄
っ
て
く
る
の
だ
と
言
ふ
。

゛
ち
ゴ
う

日
本
人
は
古
来
よ
り

「勤
倹
尚
武
」
を
旨

と
し
、
物
を
大
切
に
礼
儀
正
し
い
国
民
と
し
て

評
さ
れ
て
き
た
。

戦
後
六
十
有
余
年
経
っ
た
が
、
先
祖
代
々
引

き
継
が
れ
て
き
た
家
財
道
具
や
生
活
用
品
は

生
活
様
式
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
そ
の
故
か
、
粗

大
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
価
値
さ

え
忘
れ
ら
れ
、
使
い
捨
て
思
想
が
蔓
延
し
て
し

ま
つ
た
。
誠
に

「勿
体
無
い
」
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の

「も
っ
た
い
な
い
」
が
昨
年
は
考
え
ら

れ
な
い
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
関

西

（い
や
日
本
？
）
切
っ
て
の
老
舗
料
理
屋
で
の

こ
と
だ
。
老
舗
と
は
、
「先
祖
代
々
か
ら
続
い
て

繁
盛
し
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
信
用

・
愛

顧
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
ど
う
し
た
こ
と
か
。
事
、

「も
つ
た
い
な
い
精
神
」
か
ら
料
理
の
残
り
物
の

使
い
回
し
を
し
て
い
た
と
言
う
の
だ
。
店
を
信

用
し
ど
こ
よ
り
も
高
い
金
を
払
っ
て
、
口
日
い
」

と
言
っ
て

合
言
わ
さ
れ
た
か
も
）
、
食
し
た
も
の

だ
。
女
将
の
小
理
屈
の
弁
明
は
、
お
客
を
欺
い

た
も
同
然
だ
。
老
舗
も
信
用
で
き
な
い
世
の
中

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
飽
食

も
考
え
な
け
れ
ば
世
界
の
笑
い
も
の
に
な
り
か

ね
な
い
。
一粒
の
米
も
食
べ
ら
れ
な
い
、
飲
み
水
バ

ケ
ツ
一杯
を
片
道
五
キ
ロ
も
遠
く
か
ら
運
ば
ね
ば

な
ら
ぬ
国
の
人
々
を
考
え
る
と
、
日
本
人
は
幸

せ
過
ぎ
は
し
な
い
か
。
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平
成
二
十
年
の
充
旦
は
、
初
春
を
寿
ぐ
か
の

よ
う
な
初
日
出
を
仰
ぎ
穏
や
か
な
新
年
を
迎

雪ヤ節分容希行

参拝者の方が曰く。幼い頃、雪降る中ゴム

長靴を履いて祖父と共に社に豆撤きに行った

記憶以来の珍しい雪の中の節分祭となりまし

たと。春を迎える清清しい気持ちと、邪気災厄

を祓う年男年女が声高らかに撒く豆を拾い福

を得ようと訪れた参拝者で境内は娠わいました。

数多くの福物をご協賛賜りました崇敬者の皆

様に厚くお礼申し上

げますと共に、福を

得た方々はじめ氏子

崇敬者各位の弥栄

をお祈り申し上↓送 す。
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会

え
ら
れ
ま
し
た
。
正
月
二
が
日
の
初
請
で
は
昭

和
五
十
八
年
の
統
計
調
査
以
降
最
も
多
く
、

当
八
幡
宮
の
御
社
頭
も
ご
家
族
揃
っ
て
の
お
参

り
や
若
い
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
神
前
で
拍
手

を
打
ち
、
頭
を
下
げ
て
真
剣
に
参
拝
さ
れ
て
い

る
微
笑
ま
し
い
姿
が
終
日
見
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
の
慶
賀

の
御
年
で
あ
り
、

神
社
界
は
じ
め

全
国
津
津
浦
浦

に
い
た
る
ま
で

国
民
挙
っ
て
、
＞」

の
慶
事
を
お
祝

い
し
た
い
も
の
と

存
じ
ま
す
。

相
模
原
支
部
設
立
総
会
開
催

本
年
二
月
二
十
四
日
、
亀
ヶ
池
八
幡
官
参
集

殿
に
て
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
神
奈
川
県
本

部
相
模
原
支
部
設
立
総
会
が
、
神
奈
川
県
神
社

庁
副
庁
長
石
川
正
人
氏

・
同
参
事
土
肥
誠
氏

を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「式
年
遷
宮
」
と
は
、
定
め
ら
れ
た
年
に
古

式
の
ま
ま
に
御
社
殿
を
新
造
し
、
御
神
宝
御

装
束
を
新
調
し
、
天
照
大
御
神
に
新
正
宮
へ
お

遷
り
戴
く
お
祭
り
で
す
。
今
か
ら
約
〓
一〇
〇

年
前
の
持
統
天
皇

金
ハ
九
〇
年
）
が
第
一回
御

節分祭福物奉納者芳名 (敬称略・順不同)

・小林 亮     根岸 信行
・清水 亨     ・相模村上組
・上島 茂三=F    イケヤ写真館
。大野 寛次    ・UA 相模原市上溝支店
・鈴木 武雄    ・八千代銀行上溝支店
・福田 慶―    ・静岡中央銀行番田支店
・福田 満理    ・東日本銀行相模原支店
・根岸 浩行    ・亀ヶ池八幡宮
・根岸 千恵子

遷
宮
を
行
い
ま
し
た
。

爾
来
二
十
年
ご
と
に

行
わ
れ
、
来
る
平
成

二
十
五
年
十
月
に
第

六
十
二
回
神
宮
式
年

遷
宮
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
本
宗
と
仰
ぎ
尊
び
祀

る
伊
勢
神
宮
が
重
儀
と
す
る
遷
宮
で
す
。

世
界
に
類
を
見
な
い
、
こ
の
誇
る
べ
き
日
本

の
伝
統
文
化
を
全
国
民
の
真
を
結
集
し
成
功

裏
に
終
り
か
つ
悠
久
の
代
ま
で
守
り
伝
え
て
い

く
責
務
が
現
在
の
私
進
国
民
に
課
せ
ら
れ
て
い

る
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
設
立
総
会
で
、
支
部
長
に
小
山
昌
彦
総

代

（氷
川
神
社
）
、
副
支
部
長
に
清
水
亨
総
代

（亀
ヶ
池
八
幡
宮
▼

小
池
旭
総
代

（川
尻
八
幡

宮
）
が
就
任
さ
れ
、
式
年
遷
宮
碁
賛
に
向
け
て
、

新
た
な
決
意
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
相
模
原
支
部
役
員
並
び
に
各
神
社

総
代
世
話
人
の
切
な
る
ご
懇
情
を
ご
理
解
下

さ
り
、
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

奉
賛
期
間
は
本
年
四
月
よ
り
平
成
二
十
一年

二
月
末
と
な
っ
て
お
り
、
各
神
社
総
代
世
話
人

が
お
伺
い
し
ご
奉
賛
を
お
願
い
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
各
神
社
社
務
所
で
も
受
付
し
て
お
り

ま
す
の
で
皆
様
の
深
甚
な
る
奉
賛
の
ま
こ
と
を

捧
げ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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神
社
参
拝
研
修
旅
行

―
群
馬
県
一宮
貫
前
神
社
を
参
拝
―

半
人
幡
官

恒
例
の
和
社

参
拝
研
修
旅

行

が
、
去
る

二
月
十
八
日
、

十
九
日
に
総

代
世
話
人
神

職
二
十
五
名

の
参
加
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、

神
社
を
参
拝

し
、
御
由
緒
や
祭
典

行
事

・活
動
寺
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
、
今
後
の
神
社
護
持
の
一助
に
な

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
は

群
馬
県
富
岡
市
に
鎮
座
す
る
一宮
員
前
神
社

を
正
式
参
汗
し
ま
し
た
。
二
嶋
正
宮
司
様
に

は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
真
心
こ
も
っ
た
お
祓
い
、
ま

た
懇
切
丁
年
な
ご
案
内
を
頂
き
哀
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

夜
は
祥
馬
で
名
高
い
出
で
湯
の
里

「車
津
温

泉
」
の
名
湯
に
浸
か

り

日
頃

の
疲
れ
を

癒
し
、
翌
日
は
秋
間

梅
林
を
散
策
す
る

な
ど
し
て
有
意
義

な
研
修
親
睦
が
深

め
ら
れ
全

員
無
事

帰
着
し
ま
し
た
。

セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

柏
榎

川
敗
部

堰

頭
昔

工
通
木
安

全
祈

願
奔
希

行

本
年

四
月

十

七
日
午
前
十
一時
、

相

模

原
市

磯

部

に
鎮
座
す
る
豊
受

水
和
社
の
大
前
に

て
、
相
模
川
磯
部

堰

頭
首

工
通
水

式

が
根

岸

信
行

宮
司
を
祭
主
と
し
、

相
模
川
磯
部
堰
土
地
改
良
区
連
合
理
事
長
武

井
平
人
郎
氏
は
じ
め
県
央
地
域
県
政
綜
合
セ

ン
タ
ー
農
政
部
長
橋
本
譲
二
氏
等
関
係
諸
国

体
の
代
表
が
出
席
さ
れ
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
磯
部
堰
頭
首
工
は
昭
和
五
年
、
相
模
原

市
新
磯

・
座
問
市

・
海
老
名
市

・
寒
川
町

・
藤

沢
市
の
一部
及
び
茅
ヶ
崎
市
一体
の
水
田
一、
六
五

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
進
概
す
る
相
模
川
左
岸
用
水

取
入
れ
口
と
し
て
完
成
し
、
ま
た
昭
和
二
十
六

年
厚
木
市

伊
勢
原
市

平
塚
市
の
水
日
二
〇

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
選
漑
用
水
取
水
日
が
完
成

し
ま
し
た
。
≡」れ
に
よ
り
広
く
相
模
野
平
野
の

穀
倉
地
帯
が
誕
生
し
ま
し
た
。
≡」の
取
水
堰
と

取
水
口
か
ら
成
る
頭
首
工
は
、
し
ば
し
ば
台
風

等
に
よ
る
災
害
を
受
け
、
稲
作
事
業
に
多
大
な

る
被
害
を
与
え
、
農
家
は
計
り
知
れ
ぬ
損
害
を

こ
う
む
っ
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
以
後
、
台

風
や
洪
水
ま
た
夏
の

日
照
り
に
遭
わ
ず
、

す
く
す
く
と
稲
穂
が

育
ち
秋
の
稔
り
多
く

豊
作
に
恵
ま
れ
る
よ

う
安
全
を
祈
願
し
通

水
式
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

感
亀ヶ池八幡宮責任役員前総代長

小林 亮殿

小林亮氏は、昭和43年当八幡宮総代に就任以

来40余年に亘ってその重責を務められています。

常に敬神の念篤く神社護持には殊の外ご熱心で、

▲大日本帝国海軍
元帥海軍大将 東郷平八郎の書

謝

宮司はじめ神職に適切なご助言ご

支援をされ常に前向きにご奉仕下さ

っております。参集殿や神楽殿など

の上棟や竣工等の機会あるごとにご

奉納下さいました多くの貴重な扁額

の一部をご紹介しお礼申し上げます。

く徳川宗家第16代当主
徳川家達の書

亀ヶ池八幡宮元世話人

後藤一郎殿

後藤一郎氏は根岸万寿前宮司とは竹馬の友と

して公私問わず親交厚く、当八幡宮の世話人就任

後は、神社の護持に思実にご奉仕を賜ったお方で

あり、現に百歳を迎え里錬として日々 お過ごしでいらっしゃいます。

当八幡宮玉垣の傍らに可憐な花を咲かせる「オオムラサキ」の

つつじは、後藤氏が埼玉県川田市の安行から百株程を購入され

横山の畑に植えておいたのを昭和62年頃事業計画があり神社に

ご奉納下さり、氏子の根岸

清氏が移植されました。爾来、

毎年五月晴れのもと境内を

潤し、多くの参拝者に心の

安らぎを与えて下さり感謝

いたしております。

以上、お二人のご功績を讃え、社報5号版に掲載し、哀″ふよりお礼

申し上げ一層のご健勝を祈念いたします。

謝感
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吉
川
画
伯
は
明
治
四
十
三
年
に
上
溝

町
久
保
に
生
を
受
け
ま
し
た
。
神
奈
川
県

警
察
官
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
傍
ら
、
片
野

湘
雲
の
師
匠
の
も
と
、
絵
画
に
励
ま
れ
、創

作
に
取
り
組
み
、
日
展
に
数
多
く
入
選
き

れ
、
特
に
「牡
丹
」
「富
士
山
」
寺
を
題
材

と
し
た
作
品
が
多
く
、
当
八
幡
宮
に
も
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
▼ヽ
」
に
謹
ん
で
千
支
絵

画
を
掲
載
い
だ
し
ま
す
。

酉
帥本宗と仰ぐ伊勢神宮・天照大御神の

使いの鶏

成鋭 “星庵
忠義を尽くす犬

[三猿の図]
見ざる 間かぎる 言わ、
さるで「去る」につなが
り災い事を祓う

参
拝
作
法

手
水
で
身
を
清

め
参
道
を
進
み
、い
」

神
殿
前
に
て
お
参

り
し
ま
す
。
古
く
か

ら
我
が
国
独
自
の
拝
礼
作
法
と
し
て

神
様
を
敬
い
拝
む
と
き
に
い
た
し
ま

す
。
そ
れ
は
コ
一拝
二
拍
手
一拝
」
と

い
い
、
三
度
丁
年
に
お
辞
儀
を
し
、
次

に
両
手
を
合
わ
せ
て
か
ら
二
度
拍
手

し
、
願
い
事
を
唱
え
更
に
一度
深
く

礼
を
し
ま
す
。
神
社
に
参
拝
し
た
ら
、

こ
の
作
法
を
以
っ
て
清
清
し
く
お
参

広リ
ーマ
〓
ド
し
よ
つヽ
。

▼深く―|しして下がる。

ネ申社

知

話石玉垣嗣奪賛者御争b報告
量ぴにど協賛のお蔽ぬ 事のニー

新石工垣をご協賛賜りました氏子崇敬者皆様に感謝申し

上げ下記にご芳名を掲載させていただきました。ご協賛者皆

様方のご多幸ご隆盛をお祈り申し上げます。お陰様さまで刻

名できます玉垣もだいぶ少なくなってまいりましたが、引き続き

氏子崇敬者皆様の会社の倉U立記念また家運隆昌、慶賀祝

い等を記念して新玉垣にお名

前を刻まれるようご案内いたし

ます。なお、ご希望の方は当人

幡宮へお問い合わせ下さい。

■枝康悦 (上満)

井上清次 (磯部)

坂問 紫 (本町回)

美濃昭浩 (由野台)

湯上 治 (横山台)

金澤史夫 (大野台)

杉山 清 (上溝)

士屋 訓|(_L溝)

小俣 旭(上溝)

山口員人(八王子片倉)

森川清志(上満)

柿澤宗= (麻溝台)

根岸 賃(上滝)

金子後次(上溝)

判治君代 (麻溝台)

判治 拓 (麻溝台)

堀井信也 ( L溝)

伸太陽技切F(上溝)

u 称略順不同)

奉賛者 (其の一、二合計)
328名

こ
創
建
以
宋
連
綿
と
絶
え
る
こ
と
な
く
斎
行

さ
れ
て
い
る
当
八
幡
目
の
例
大
祭
は
、左
記
の
通

り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
拝
こ
観

覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
うヽ
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
二
十
年
九
月
十
四
国
（日
）

●

例
大
祭
（御
社
殿
）

午
前
十
時
　
●

奉
納
剣
道
（境
内
）
午
後
一時

●

神
代
神
楽
（神
楽
殿
）
午
後
三
時
　
●

余
興
（神
楽
殿
）
午
後
六
時

●

お
囃
子
（囃
子
や
ぐ
ら
）
終
日
（適
宜
）


